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（研究ノート）
地元の芸術家と住民との“接点”としての個人美術館
─市川市東山魁夷記念館を事例として─
高木 晋一郎
はじめに
千葉県北西部、市川市域に居を構えた著名な文化人としては、永井荷風（作家）をはじ
め、水木洋子（脚本家）、井上ひさし（小説家・劇作家）、星野道夫（写真家）、郭沫若（文
学者・中国歴史家）、宗左近（詩人）らが挙げられる（１）。彼／彼女らの遺品や作品（ない
し旧居）の一部は、市内外の文化施設で保存・展示されており見学が可能である。
これら文化人に関する史資料や作品を保存・展示している市川市内の施設としては、197
0年代に開館した市立市川歴史博物館（登録博物館）や、1990年代に移転開館した市川市中
央図書館などが挙げられるが、その後、市による「街かどミュージアム都市づくり」の推
進が本格化した2000年代から増加し、「郭沫若記念館」、「芳澤ガーデンギャラリー」、「水木
洋子邸」、「市川市文学ミュージアム」などが相次いで開館した。これら各施設の開館によ
り、住民が地元にゆかりのある文化人に関する資料・書籍にアクセスできる機会が飛躍的
に増加したことになる。
さて、戦後市川に居住した文化人の中でも、永井荷風（1879－1959）や井上ひさし（1934
－2010）らと並んでとりわけ全国的に知名度の高いクリエイターとして、日本画家の東山
魁夷（1908－1999）が挙げられる。東山魁夷（本名・新吉）は、その生涯の大半を市川で
過ごした。逝去後、市川市中山一丁目の邸宅に隣接する敷地に開設された個人美術館（２）
が「市川市東山魁夷記念館」（写真１）であり、設立目的は「「人間・東山魁夷」をコンセ
プトに、人生と作品をはじめとする資料を展示公開し、その偉大な業績を顕彰し、情報を
発信」（３）すること、とされている。
即ち、単に一人の画家の作品を収
集・保存・展示する美術館としての
機能のみならず、画家の「人生」に
関わる諸資料を収蔵展示する資料
館・アーカイブズとしての機能を兼
ね備えている。このような美術館と
アーカイブズを兼ねる施設は全国
各地に所在するが、美術作品の保
存・展示とアーカイブズの保存・展
示は手法が異なるため、施設に求め
られる設備も異なってくるし、学芸（写真１） 市川市東山魁夷記念館
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員などの専門職員には、双方に対応できる知識や経験や技能が求められることになろう。
一方で、ある地域に知名度の高い文化人が居住し、芸術・芸能・文学などの分野で活躍
していたとしても、その文化人（或いは活動の成果物）と地元の住民とが接する機会が存
在しなければ、地元の住民にとってその文化人は「著名な文化人」「優れた業績を上げた文
化人」であっても「我々の地元で活躍する文化人」とはなりにくい。市川市内には、現在
（2015年度時点、以下同様）、東山魁夷記念館（ならびに市立中央図書館内の「特別コレク
ション」コーナー）が市民と東山魁夷・東山芸術との接点として機能している。しかし、
1945年に市川に転居してきた東山魁夷は、地元市川の住民にとって一朝一夕にして近年の
ように「地元の画伯」として意識されるようになったわけではなさそうだ。
個人美術館にはどのような施設・設備が必要なのか、そして、地域の住民にとって、地
元の芸術家の「業績を顕彰し、情報を発信」する施設とはどのような場であるのか、市川
市東山魁夷記念館を事例に考えてみたい。なお本文中、故人の名前には敬称を略した。
１．東山魁夷のおいたち（４）
まず、画家・東山魁夷（新吉）について簡単に紹介しておく。
東山新吉は、1908（明治41）年、東山浩介・くにの次男として横浜で生まれ、その３年
後、神戸に転居した。1926（大正15）年、東京美術学校（現・東京藝術大学）に入学、結
城素明より日本画を学んだ。1929（昭和４）年、21歳の時に第10回帝国美術院展覧会（帝
展）で「山国の秋」が初入選を果たした。1933年より、西洋美術史の研究を目的に、ドイ
ツのベルリン大学（現・フンボルト大学）に留学したが、1935年、父の病気のため残り僅
かであった留学を中断して帰国した。初の個展は1937年、神戸で開催した「滞欧スケッチ
展」である。1940年、日本画家・川﨑小虎の長女すみと結婚した。1945年、応召し東部第
83部隊に入隊、ほどなく熊本で終戦を迎え、市川市高石神に移り住んだ。しかしそれまで
の間に、兄・父・母と近親者を相次いで亡くしており、ほどなく弟も病死して近親者を全
て失ってしまった上、1946年の第１回日展への出品作も落選であった。
1946年、市川市鬼越の中村家の事務所２階を間借りし、以後７年間ここで生活した。中
村家は千葉街道（国道14号線）沿道で味噌の醸造業を営んでおり、明治時代から昭和初期
にかけて建造された主屋・土蔵・門・防空壕などが現存しており、魁夷が生活していた事
務所を含めて2014年に国指定の有形文化財として登録されている。1950年の作品「私の窓」
は、総武本線の列車や工場の高い煙突など、この部屋の窓から見える風景を窓際の鉢植え
や水差しとともに描いているが、ここに描かれた窓も現存している。中村家での寄寓生活
の間、第３回日展に「残照」、第６回日展に「道」を出品し、特選となった「残照」は政府
買い上げとなるなど日本画家としての知名度を高めた。
1953年、中村家からほど近い市川市中山に新居を構えた。この邸宅を設計したのは、東
京美術学校の同窓生であり建築家の吉村順三（1908－1997）である。
1960年、東宮御所（現・赤坂御所）の障壁画「日月四季図」を制作。1968年には皇居宮
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殿の障壁画「朝明けの潮」も制作した。その間、北欧４ヶ国を旅行しており、ここで出会
った風景をもとにした作品が、画集『森と湖の国』（美術出版社、1963）、画文集『北欧紀
行 古き町にて』（明治書房、1964）に収められている（後者は100部限定で、序文は親交
のあった川端康成である）（５）。
1970年代から80年代にかけて唐招提寺御影堂の障壁画を制作した。奈良の著名な寺院で
ある唐招提寺に約10年を要した大作が納められたことで、魁夷の芸術家としての知名度・
人気は更に高まった。1981年、東京国立近代美術館で開催された展覧会では魁夷の代表作
が展示され、入場者数が開館以来最高の展覧会となった。
ドイツを中心とするヨーロッパ各地や中国もたびたび訪れて多数の風景画を残し、パリ
やベルリンなどヨーロッパ主要都市でも展覧会が開催されている。
魁夷の作品に特化した個人美術館として最初の施設は、善光寺に隣接する長野市の城山
公園内、「長野県信濃美術館・東山魁夷館」である。長野県が魁夷から作品や蔵書が寄贈さ
れたことを受けて、1990（平成２）年に信濃美術館に併設する形で開設された。開館後に
新収されたものを含め、少年時代から晩年の作品まで収蔵されている。
日本画家のみならず文筆家としても活動し、『風景との対話』（新潮社、1967）ほか多数
の著作を残しており、学校の国語教科書にも採用されている。
1999年に90歳で逝去した。墓所は長野市の善光寺大本願花岡平霊園である。
２．市川市東山魁夷記念館の概要（６）
市川市東山魁夷記念館（以下「記念館」）は、市川市中山一丁目、東山魁夷の自宅に隣接
する場所に、2005（平成17）年11月に開館した。魁夷逝去の５年前、1994年11月に、市川
市鬼高一丁目の市川市生涯学習センター（メディアパーク市川）内に「東山魁夷アートギ
ャラリー」が開館し、本人より寄贈を受けた版画作品などが展示されていたが、2005年３
月に閉館した。記念館はこれを引き継ぎ発展させた施設であり、2015年は開館10周年に当
たる。
建物には、ドイツへの留学が魁夷の
人間性・芸術の方向性に影響を与えた
ことに因み、ドイツ風の洋館のデザイ
ンが取り入れられ、建物全体の外壁は
白く塗装され、正八角形に尖った屋根
の塔を有する。この塔は、１階がエン
トランス、２階が休憩室となっている。
塔の屋根上には、魁夷の絵画作品に登
場する馬に因み「風見馬」（写真２）
が設置されている（この風見馬は館の
シンボルマークでもある）。
（写真２） 市川市東山魁夷記念館のシンボル「風見馬」
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展示室は、１階には書籍や日用品、
写真、約50本（現在は55本）の岩絵
具など、主に魁夷の人となりに関す
る資料が展示され、２階は作品の展
示が中心である。この展示室は通年
内容を変更しない常設展示室では
なく、時期により展示テーマを設定
して展示替えが行われる。2015年度
は、開館10周年記念展が５回、特別
展が１回（「東山魁夷と昭和日本画
の礎─結城素明・中村岳陵・山口蓬
春─」、10月24日～12月13日）開催
された。また１階には、多目的室、ミュージアムショップ、カフェレストラン「白馬亭」
が設置され、約30人収容できる多目的室はビデオの上映や講演会などに使用されている。
ミュージアムショップでは魁夷に関連する書籍類やオリジナルグッズなどが販売されてい
る。カフェレストランは上野精養軒の直営である。展示室は有料、それ以外は有料エリア
外となっている。建物の南側には、白樺や樅など東山芸術ゆかりの樹木（７）が植栽されてお
り（「Kaiiの森」）、カフェレストランから眺められる。
最寄の駅は下総中山駅（ＪＲ総武本線）または京成中山駅（京成本線）であり、そこか
らのアクセス手段は徒歩またはバス（北方バス停まで下総中山駅から約８分）となる。県
道59号線（木下街道）を中山競馬場方面に進み「深町坂」を上りきった先に位置するが、
徒歩ならば中山法華経寺の参道（写真３）を経由することもできる（８）。いずれの経路でも
下総中山駅から約1.5キロ、徒歩で20分程度となる。駐車場も設置されているため、貸切バ
スを含む自動車でのアクセスも可能である。
記念館は市川市の直営であり、教育委
員会ではなく市長部局である文化スポ
ーツ部に所属する。博物館法に規定され
ている登録博物館や博物館相当施設に
は該当せず、博物館法の適用を受けない、
いわゆる「博物館類似施設」である。現
在３名の学芸員が配置されており、うち
常勤が１名、非常勤が２名である。なお、
市川市生涯学習センター（メディアパー
ク市川）内の「市川市文学ミュージアム」
も記念館と同様文化スポーツ部に所属
し、それ以外の市内の「街かどミュージ
（写真３） 中山法華経寺の参道
（中央の屋根は市指定文化財・法華経寺黒門）
参考地図
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アム」各館（芳澤ガーデンギャラリー、郭沫若記念館など）は公益財団法人市川文化振興
財団が管理している。記念館と文学ミュージアムは観覧料の相互割引を行っている。市立
博物館３館（考古・歴史・自然）は教育委員会に属する登録博物館である。
３．市川市東山魁夷記念館における主な収蔵資料と資料の管理方法（９）
個人美術館の特徴としては冒頭でも触れた通り、芸術作品を保存展示する美術館と、個
人に関するアーカイブズ・文書館を兼ねていることが挙げられる。一般に、芸術作品、特
に絵画作品の保存環境には、温湿度管理、生物被害（害虫・カビ）や紫外線からの防護な
ど、歴史・考古・民俗分野の博物館資料より厳しい条件が求められる。
記念館の収蔵室は２室で、一方は絵画作品と魁夷の遺品類を収蔵する作品用収蔵室、他
方は書籍類（主に東山家からの寄贈を受けた魁夷の蔵書）を収蔵する書籍用収蔵室である。
書籍以外の遺品には、帽子や眼鏡などの日用品、手紙、写真、画材画具などが含まれる（帽
子や眼鏡は魁夷作品を収蔵展示する他の美術館にも寄贈されている）。絵画作品と遺品類は
同室内に収蔵されており、収蔵室内の温湿度などの環境は絵画作品の保存に適するよう管
理されているため、日用品の保存状況も良好であり、開館以来現在まで、資料の重大な劣
化や破損は発見されていない。これは展示室内も同様であり、特に日本画の展示には照度
に配慮する必要がある。
資料目録のデータベース化には、早稲田システム開発株式会社製の収蔵品管理システム
が採用されている。同製品は全国の博物館への導入実績があり、基本的に汎用の資料デー
タベースであるが、各館の事情に応じてのカスタマイズが可能である。記念館においては、
収蔵資料を「絵画」と「資料」に大分類しているものの、双方同一フォーマットのデータ
ベースを利用している。また、クラウド上で管理されており、記念館と同じく市直営の市
川市文学ミュージアムとの共用も視野に入れている。現時点では収蔵資料目録は一般には
非公開であるが、将来的には公開も目指している。
なお、「残照」（1947年）、「道」（1950年）をはじめ、特に著名な代表作については、その
多くが東京国立近代美術館などの大規模館に原画が収蔵されており、記念館の所蔵はそう
した作品についてはリトグラフによる精緻な複製が中心である（これらも魁夷より市川市
に寄贈されたものである。また、「道」についてはその試作に当たる作品が収蔵されている）。
記念館は東京美術学校時代やドイツ留学中など魁夷の若年時代の資料（手紙や葉書など）
を多数収蔵しているのが特徴的である。また、魁夷は若年時代には児童画も多数手掛けた
が、それらが掲載された児童誌も収蔵されているなど、風景画以外の魁夷作品についても
知ることができる。
４．東山魁夷記念館と地域とのかかわり
──生涯学習の場として、“親しみ”“誇り”の拠点として
（１） イベントなど教育普及活動(10)
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次に、記念館における教育・普及活動について紹介し、併せて、開館までの市川の住民
と魁夷（ならびに彼の作品）との接し方を時期を追って振り返りながら、市民の魁夷に対
する「親しみ」「誇り」の拠点としての記念館の役割について考えてみたい。
まず、記念館の人気の高いイベントとして、記念館コンサートが挙げられる（開催回数
は年度により異なり、2015年度は２回）。このコンサートは展示室をそのまま会場として利
用するもので、入場には郵送による事前申込が必要であり（応募者多数の場合は抽選）、コ
ンサートの入場料が必要となる。近年、美術館でのコンサートは全国で多数開催されてお
り、美術館のイベントとして定着しているようであるが(11)、記念館では魁夷が愛好してい
たモーツァルトの楽曲をはじめとするクラシック音楽が中心である(12)。
また、ワークショップが年２回、夏と冬に開催されており、岩絵具に触れることができ
る貴重な機会となっている。夏は夏休みの宿題として参加する小中学生も多いが、冬は夏
よりやや難易度の高い内容であり、参加者の年齢層も冬は夏より高い傾向にある。2015年
度は、８月に「日本画の画材でオリジナルうちわをつくろう」が開催され、２月には「日
本画の画材で色紙にお雛様を描こう！」が予定されている。ワークショップでは館内の多
目的室のほか、近隣の市立第四中学校の美術室が使用されるが、これは館内に作品制作が
可能なスペースが設備されていないためである。
講演会は、記念館学芸員のほか外部の講師によるものも開催される。会場は多目的室ま
たは市川市生涯学習センター（メディアパーク市川）内の「グリーンスタジオ」（最大260
人収容）が使用される。
展示解説はギャラリートークと音声ガイドの貸出（無料、但し預かり金が必要）により
行っている。
その他、中学生以下を対象とする「記念館クイズ」、記念館を含む市内の文化施設を巡る
キャンペーン（2015年秋）、和装での入館料割引など、工夫を凝らせたイベントを実施して
いる。
記念館付近には、小学校と中学校がそれぞれ１校所在し（市川市立中山小学校・市川市
立第四中学校）、両校の児童・生徒が校外学習等で記念館を訪れることがあるほか、学芸員
による中山小学校への出張授業も行われる。私立市川中学・高校の美術選択者が授業の一
環で見学に訪れることもある。過去には船橋市立葛飾中学校への出張授業も行われた。
（２） 市川の住民と東山魁夷とのかかわりを振り返る
一方で地元市川の住民は記念館や画家東山魁夷に対してどのように認識しているだろう
か。まずは記念館開館までの地元住民と魁夷との接し方について、主に地域紙や市の広報
の記事、市議会の議事録などから読み取ってみたい。
戦後すぐに市川で生活し始め、日展で特選を獲得して知名度を上げた魁夷であったが、
1960年代までの市民の魁夷に対する関心や愛着は、現在ほど高くはなかったようである。
例えば、2001（平成13）年まで発行されていた地域紙『市川市民新聞』（のち『京葉市民新
聞』）の1953～1970年の記事を全て確認してみたところ、魁夷に関するものとしては、
近代日本における個人史研究の射程 (人文社会科学研究科 研究プロジェクト報告書 第 296集)
122
・1956年１月26日付「東山魁夷氏藝術員賞候補に」（ママ）
・1962年１月１日付「新春随想」（魁夷本人による執筆）
・1965年１月15日付「日本芸術院会員に内定した東山魁夷画伯のプロフィル」
の３件の他、市川市美術展の作品出品者として他の芸術家らと共に名前が挙がっている程
度である。1950年代、市内在住の文化人として高い人気を得ていたのは永井荷風だったよ
うで、高額納税者として荷風や「憧れのハワイ航路」などで知られる歌手の岡晴夫（1916
－1970）の名前が記事にたびたび登場する。
言うまでもなく、既に1960年代には魁夷は全国的に人気を得ていた。1963（昭和38）年
９月、京成八幡駅に隣接して京成百貨店が開店した（2010年閉店、跡地が現在の京成電鉄
本社）。開店を記念して開催されたのが魁夷の作品展（「欧州スケッチ展」）である(13)。更に
同百貨店の包装紙には魁夷によるデザインが採用されていた。この青と緑の木々が描かれ
た包装紙が市川市中部・北部の住民にとって最も身近な魁夷作品だったのではなかろうか
(14)。また、1985年11月、市内大和田に市川市文化会館が開設された。同館の1945人収容の
大ホールと448人収容の小ホールの緞帳の原画も魁夷の作品である（大ホール第一緞帳「緑
の微風」、小ホール「波のリズム」）。
市川に転居した直後より、市川市内・千葉県内在住の他の芸術家とのグループ結成やグ
ループ展開催にも積極的であった。1948年、魁夷を含む芸術家８人（富取風堂・加藤栄三・
東山魁夷・新保兵次郎・藤野舜正・大須賀力・佐藤陽雲・信田洋）によるグループ「新泉
会」が市川で結成され、第一回展を千葉市で開催し、その後他の芸術家グループとともに
千葉県美術会が発足した。市川でも、市内在住の新泉会会員が中心となり、市川美術会が
発足した(15)。しかし、東宮御所（赤坂御所）の壁画（1960年）や皇居新宮殿の大壁画（1968
年）などの作品制作を通して日本を代表する日本画家の一人となった一方で、地域紙を一
読する限り、地元市川の住民にとって「東山魁夷＝地元の文化人」という認識は1960年代
までは現在ほど強くなかったように感じられる。
市民の魁夷に対する関心が飛躍的に高まったのは、1970年代から1980年代にかけて、唐
招提寺の障壁画の制作を担ったことが契機となったのではないだろうか。1988年11月、市
川市文化会館で展覧会「東山魁夷展─唐招提寺への道─」が開催された。同展には唐招提
寺障壁画の縮画や襖絵スケッチ、同時期に制作した日展出品作品など67点が展示され、一
日平均2500人が訪れ図録の売れ行きも好調で大いに好評を博した(16)。この唐招提寺障壁画
制作はNHKなど各マスメディアに取り上げられ、1980年代は国内のみならず西ドイツでも展
覧会が開催されるなど、魁夷への注目度は全国的に高まっていた。1988年には、国内外で
の画業の実績を讃えられ、市川市の名誉市民第一号に選ばれた。しかし当時、地元市川に
は魁夷の作品を常時展示する施設はまだ存在しなかった。市立図書館の蔵書以外で市民が
地元で目にすることのできる作品と言えば、京成百貨店の包装紙と文化会館の緞帳くらい
だったのである。
1994年11月、市川市生涯学習センター内に「東山魁夷アートギャラリー」が開館し、魁
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夷より寄贈された作品などが展示された。立地もＪＲ本八幡駅や市役所から徒歩10分程度
であり、市民が魁夷の作品に気軽にアクセスできる機会が増加した。唐招提寺の障壁画制
作を機に、1980年代から1990年代にかけて市民の魁夷に対する関心が飛躍的に高まるとと
もに、市当局側も市民が作品にアクセスできる機会を段階的に整えていったことがわかる。
また魁夷自身も、「戦後の代表作は全て市川の水で描かれている」という彼の言葉(17)からも
窺がわれるように、作品の市川市への寄贈や東山魁夷アートギャラリーの運営への協力な
どを通して、市民の期待に応えていた。もっとも、魁夷ゆかりの地は市川のみならず、全
国各地に「ゆかりの地」が存在するが、特に信州に対する思い入れは強く、1987年、自身
の作品を一括して長野県に寄贈し、それらの作品を保存展示する施設として、前述の通り
1990年、長野市の長野県信濃美術館に隣接して「東山魁夷館」が開館している。そして出
身地である横浜、少年時代を過ごした神戸など、市川を含めていずれの「ゆかりの地」に
も愛着を持っていた(18)。
1999年５月、地域紙『市川よみうり』は魁夷の逝去を１面で報じている（５月15日付）。
2009年度まで市川市が発行していたグラフ誌『City Voice』26号（1999年10月）には追悼
記事が掲載された（魁夷逝去の直後、1999年６月に逝去した漆工芸家の佐治賢使(19)ととも
に、「市川ゆかりの偉大な芸術家をしのんで」と題して両者各１頁の追悼記事となっている）。
魁夷逝去のニュースは市民にとってもインパクトがあったようで、その直後から東山魁夷
アートギャラリーの入場者が増加した(20)。逝去の約半年後には東山魁夷記念館設立準備室
が設置され、市議会も記念館の開設を後押しした。
魁夷の夫人東山すみ氏も記念館開設に向けての協力を惜しまず、魁夷の日常生活や画業
に関わる貴重な資料類を多数提供し、また建設工事が始まると、自ら「近所に工事中は何
かとご迷惑をおかけしますと、あいさつに回られた」とのことであった(21)（建物外観にド
イツ風の洋館のデザインが採用されたのは、すみ氏からの要望にもよる）。一般市民からの
川﨑小虎（画家、東山すみ氏実父）の作品の寄贈もあった(22)。
市議会においても、「だれにも親しまれる魅力ある施設にしていきたいというふうに考え
ております」(23)、「多くの市民、東山ファン、文化芸術関係者、東山魁夷夫人すみ様、そし
て市長と多くの関係者が待ちに待った熱い思いが実現されようとしています」(24)、「世界的
画家であり、本市の名誉市民第１号である東山魁夷画伯の記念館がこの平成17年11月にオ
ープンすることになりましたが、この施設が本市の新しい魅力となるばかりでなく、将来
にわたって市民の誇りともなると思います」(25)など、記念館が市民にとって東山芸術や人
間・東山魁夷に対する「親しみ」「誇り」を感じられる施設となることを期待する発言が繰
り返された一方、1999年から開館までの市議会定例会の会議録を一読する限り、設置に反
対する発言は皆無と言ってよい。
しかも、市域東部の中山地区は、中山法華経寺をはじめとする多数の寺院や、江戸時代
から続く旧家の邸宅と庭園「清華園」などの文化的・歴史的資源もあり、周辺住民の散策
ルートとしても人気が高く、市内外から多数の観光客・参詣客が訪れる。記念館は、中山
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地区のそれら諸寺院や文化施設と商業施設などを絡めた「回遊して楽しめる文化エリア」
の核となる施設としても期待された(26)。
（３） 東山魁夷記念館に対する住民の意識
2005（平成17）年11月に開館した記念館は、開館後１ヶ月間の来館者が9000人を超え、
開館直後ということで話題性が高かったとは言え、当初の予想を上回る反響であった(27)。
開館後、市民が魁夷や彼の作品に対して「親しみ」や「誇り」を感じる場として記念館を
意識しているのか、それを数値的なデータで示すことは難しい。しかし、館内の休憩室に
設置されているノート（「寄せ書き帖」）には、魁夷や彼の作品、また記念館そのものに対
する好意的な書き込みも多く残されている。「道」が公開された開館一周年記念展（2006年
11月８日～12月10日）では、「こんな身近な場所で、先生の名作が観られるなんて、感激」
「市川市民として誇りに思う」などといった声が寄せられたという(28)。
開館５年後の2010年末から翌年初頭にかけて市川市が市民に対して実施したオンライン
アンケート「東山魁夷記念館に関するアンケート」の結果(29)によると、「市川市に約半世紀
お住まいになられた国民的画家・東山魁夷画伯をご存知ですか」の設問に対する「知って
いた」の回答は９割にのぼり、改めて魁夷の知名度が極めて高いことが確認できる一方、「東
山魁夷記念館に行ったことがありますか」の設問に対して「行ったことがある」との回答
は36％であった。「東山魁夷記念館に対してどのような印象を持ちましたか」という設問に
対しては、「よかった」の回答が６割を占め、概ね好印象であったことがわかる（但しアン
ケート回答者は事前登録制であることも考慮する必要がある）。その４年後、2014年末から
翌年初頭にかけて実施されたオンラインアンケート「文化施策に係るアンケート」の結果
(30)によると、「市川市の文化施設の中で、あなたが行ったことがない
．．
施設を教えてください
（複数選択可）」の設問で「東山魁夷記念館」を選択した（＝来館したことがないと回答し
た）回答者は51％で、全回答者のうち約半数は来館の経験がないことがわかったが、それ
でも「全て行ったことがある」以外の10の選択肢のうち、「文化会館」（19％）と「文学ミ
ュージアム」（47％）に次いで低い数値となっているし、４年前のアンケート結果（「行っ
たことがある」が36％）と比較すると、単純比較はできないものの、市民のうち来館した
経験のある割合が徐々に増加していることが推測できる。音楽・演劇・演芸などのイベン
トが頻繁に開催され、立地も本八幡駅から至近で開館から約30年が経過する市川市文化会
館や、図書館・こども館を併設し、大型商業施設（ニッケコルトンプラザ）・県立博物館（現
代産業科学館）にも隣接する文学ミュージアムに対し、最寄の駅から徒歩約20分を要し、
他の公共施設や大型商業施設が隣接していない記念館の場合、来館者のほぼ全てが展示の
鑑賞を目的に積極的に足を運んで来館しているものと思われ、現時点での市民の魁夷の作
品に対する関心の高さを裏付ける数値と判断してよいのではないだろうか。
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むすび
多数の優れた業績を世に送り出し、全国的に知名度の高い文化人がいたとしても、必ず
しも地元の住民が彼／彼女やその業績に誇りや親しみを感じるとは限らない。住民が、地
元の町のアイデンティティに地元在住の文化人を結びつけるには、いくつかの条件があり
そうだ。まず、住民が地元の文化人の実績（芸術作品や文学作品など）にアクセスできる
環境を地方行政や地方議会が率先して整備すること、次に、地元のメディア（全国紙やテ
レビのキー局ではなく、新聞の地方面や地域紙、コミュニティペーパー、自治体の広報紙、
ケーブルテレビ、コミュニティＦＭなど）が地元の文化人やその実績に関する話題を積極
的に取り上げること、そして何より、文化人本人やその家族の理解・協力である。
唐招提寺障壁画完成後、市川市文化会館の「東山魁夷展」開催の頃の“東山フィーバー”
(31)以来、地元市川での魁夷の人気はほとんど衰えないまま現在に至る。特に1980年代以降、
市川市の行政も市議会も地域のメディアも、魁夷の実績に注目してきたし、東山すみ氏の
多大な協力があったからこそ魁夷人気が続いた。これらの下積みは、東山魁夷記念館の活
動には不可欠だったのではないか。
最後に、地元の文化人（芸術家、作家、学者、芸能人、…）の「業績を顕彰し、情報を発
信する」全国各地の文化施設（個人美術館など）に対して筆者が期待することを、次の２
点にまとめておきたい。
まず、博物館（美術館）の利用頻度・利用機会が比較的少ない中高生に対して情報を発
信していくための博学連携である。これは単に、地元ゆかりの人物に対して若いうちから
親しみを感じてもらうことだけが目的ではない。住民が自分の住む地域について知ること
は、民主主義・地方自治の根幹でもあり、地域の博物館や文書館、自治体史の編纂事業な
どは、各自治体の住民に対するアカウンタビリティ（説明責任）でもある。地元ゆかりの
人物に関する情報を発信する博物館・美術館は、地域の住民に対して、人物を通して地域
を知る機会を提供する役割を担う。博物館・美術館は文書館より敷居が低く、中高生が人
物を通して地域の歴史や文化を知るための窓口としても機能するであろうし、特定の人物
にテーマを絞った展示は、地域の歴史に関する予備知識が十分でなくても比較的理解しや
すいのではないだろうか。しかも、公職選挙法の改正により、2016（平成28）年より選挙
権年齢が18歳に引き下げられる。今後、高校生が自身の居住する自治体について、これま
で以上に理解しておくことが求められるようになるだろう。
次に、対象となる人物についての情報発信の場をその施設の内部に限定せず、地域内の
さまざまな公共施設・文教施設・商業施設の場を活用して細やかに情報発信することであ
る。積極的に地元の博物館や美術館を訪れようとするのは、地元の歴史・自然・文化に強
い関心を持つ住民が中心となる。役所・役場、駅、銀行、郵便局、図書館、公民館、大型
商業施設など、人が集まりやすい場所、滞在しやすい場所でのパネル展示により、住民が
日常生活の中で、地元ゆかりの人物の情報に接する機会を増やすことが可能である（民間
の施設を使用する場合、当然それら各施設側の理解・協力が必要であるが）。公共図書館内
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に地元ゆかりの人物に関する図書のコーナーを設置することも効果を期待できる。市川市
立中央図書館にも、永井荷風、星野道夫、渡邊二郎（1931－2008、哲学者）、そして東山魁
夷の文化人４人に関連する書籍・雑誌その他の資料を集めた「特別コレクション」コーナ
ーが設置されている。また、2014年に市川市が市民を対象に実施したオンラインアンケー
ト「生涯学習に関するアンケート」の結果、「これから何かを学びたい」と回答した人のう
ち、「あなたは学習講座や教室をどの場所で受けたいですか？（複数選択可）」の設問に対
しては「公民館」（76％）・「図書館」（50％）という回答が他の選択肢を引き離し、「博物館」
は17％に留まった(32)。多くの一般市民にとって、生涯学習の場としては博物館よりその他
の公共施設の方が身近に感じられているようである。しかも、市立図書館は中央図書館を
含めて６館のうち５館は最寄の鉄道駅から徒歩10分以内、公民館は市内各地に16館と、い
ずれも交通の利便性が高い。生涯学習の場として交通アクセスが良好であることは重要で
ある。
「この場所で、このような芸術家が多数の作品を制作した」ということは「地域社会の
共同記憶」であり、その記憶を保存し後世に伝えていくことは、地域社会の責務である(33)。
地元ゆかりの芸術家の代表作が、知名度の高い大規模な美術館で収蔵・展示されていたら、
確かにそのこと自体はその芸術家に親しみや誇りを持つ地元の住民にとって喜ばしいこと
かもしれない。しかし、芸術家が地元で作品制作に励み、住民に親しまれていたことを伝
えていくための拠点は、大都市の大規模な美術館や博物館よりも、地元にこそ設置すべき
なのである。これは芸術活動に限らず、地元の人間が生きた証を地元で保存し地元で将来
に向けて伝えていくという、史料保存の現地主義(34)に基づく考え方でもある。
(註)
（１） 肩書きは市のWebサイトによった。市川市Webサイト「市川の文化人」 http://www.city.ichika
wa.lg.jp/cul01/1551000024.html （2016年１月確認、以下各WEBページも同様）。
（２） 個人美術館を紹介するガイドブックは少なくないが、「個人美術館」という用語の明確な定義に
ついて、今回、博物館学や美術史に関する事典類から見出すことはできなかった。従ってそれらのガ
イドブックでは、定義を曖昧にしたまま「個人美術館」という語を使用していることが少なくないよ
うにも思われる。赤瀬川原平『個人美術館の愉しみ』（光文社、2011）には、「個人美術館というのは、
一人の作家だけの美術館と、一人のコレクターによる美術館と、二通りの意味がある」「一作家の作品
による美術館には、自治体によるものも多い」などとある（４頁）。本稿では一作家の作品を収蔵展示
する館の意味でこの語を用いる。
（３） パンフレット「市川市東山魁夷記念館施設案内」などによる。
（４） 本節は、図録『東山魁夷展─唐招提寺への道─』（1988）をはじめとする東山魁夷関連書籍、な
らびに市川市東山魁夷記念館WEBサイト（ http://www.city.ichikawa.lg.jp/higashiyama/ ）、同館１
階展示などを参照した。
（５） 『復刻普及版 北欧紀行 古き町にて』（講談社、2010）が刊行されている。
（６） 主に市川市東山魁夷記念館への取材（2015年12月24日）をもとにした。
（７） 「記念館だより」Vol.4（2010）。
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（８） 下総中山駅前に設置されている「街かどミュージアム総合案内板」では、法華経寺参道経由の
ルートが案内されている。
（９） 註（６）に同じ。
（１０） 註（６）に同じ。
（１１） 全国各地の美術館でコンサートが開催されている理由は多様であるが、清水久夫『博物館学
Ｑ＆Ａ』（慶友社、2008）では、美術館のシステム自体が欧米からの輸入品である（欧米の美術館では
パフォーマンスが一般的に行われている）ことを挙げている（136頁）。
（１２） 註（７）に同じ。
（１３） 『京成電鉄85年の歩み』（1996）、122頁。
（１４） なお現在、京成百貨店は水戸の１店舗のみであるが、引続き同じデザインの包装紙が使用さ
れている。
（１５） 大須賀力「学兄東山魁夷氏」『東山魁夷展─唐招提寺への道─』（1988）。
（１６） 『市川ジャーナル』1988年12月10日付、『広報いちかわ』同年12月１日付。
（１７） 今回、この言葉を魁夷の著作物の中から見出すことができなかった。しかし、これは魁夷自
身が常日頃口にしていた言葉として知られており、現在でも「「私の戦後の代表作は、全て市川の水で
描かれています」との東山魁夷自身の言葉がある通り、1945年から1999年に逝去するまで、生涯の大
半を市川市で過ごし、輝かしい画業を重ねました」（『広報いちかわ』2014年11月１日付）、「「私の戦後
の代表作は、すべて市川の水で描かれています。」と画伯が常々語っておりますように市川にゆかりの
深い画伯の記念館を、市川市中山に開館することができましたことは、なにものにも代えがたい喜び
であります」（千葉光行「ごあいさつ」市川市編〔記念館図録〕『東山魁夷の軌跡 東山芸術の原点今、
市川から』（2005））などのように、彼を紹介する文章にはしばしば引用されている。
（１８） 菊屋吉生監修『別冊太陽・東山魁夷』（平凡社、2008）、96頁、ならびに佐々木徹『東山魁夷
ものがたり』（ビジョン企画出版社、2002）、342－343頁など。
（１９） 1954年から逝去まで市川に居住していた漆工芸家・佐治賢使も市川市名誉市民であり、また
市川市文化会館大ホール緞帳の原画は、第一緞帳が魁夷の作品であるのに対し、第二緞帳は佐治賢使
「暁に集う」である。
（２０） 『市川市議会定例会会議録・平成11年９月』、目等洋二企画政策部長答弁。
（２１） 『市川市議会定例会会議録・平成16年12月』、五関貞議員質問。
（２２） 同上。
（２３） 『市川市議会定例会会議録・平成12年２月』、目等企画政策部長答弁。
（２４） 『市川市議会定例会会議録・平成16年12月』、五関議員質問。
（２５） 『市川市議会定例会会議録・平成17年９月』、鈴木啓一議員質問。
（２６） 『市川市議会定例会会議録・平成16年12月』、五関議員質問ならびに小林巧文化部長答弁。な
おこの議会においては、住民と行政との協働による、美術館を核とした回遊路・町並みの景観づくり
により、観光客の誘致に成功した長野県上高井郡小布施町の先行事例を挙げ、「市民の皆さんと一緒に
なって取り組んでいけたら大変効果的であろう」としている。
（２７） 『市川市議会定例会会議録・平成17年12月』、小林文化部長答弁。
（２８） 「記念館だより」Vol.1（2007）。
（２９） 市川市「ｅモニター制度」 https://www.e-moni.city.ichikawa.chiba.jp/em/enqueteResult
/user/enquete1023.html 。
（３０） 市川市「ｅモニター制度」 https://www.e-moni.city.ichikawa.chiba.jp/em/enqueteResult
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/user/enquete2298.html 。
（３１） 『市川ジャーナル』1988年12月10日付。
（３２） 市川市「ｅモニター制度」 https://www.e-moni.city.ichikawa.chiba.jp/em/enqueteResult
/user/enquete2201.html 。
（３３） 「地域社会の共同記憶」を地元で守り保存していくことの重要性について、詳細は安藤正人
『草の根文書館の思想』（岩田書院、1998）をも参照されたい。
（３４） 現地主義の徹底は、非現実的要素の大きい理想論なのかもしれない。しかし、かつて旧帝大
系大学によるブロック別資料センター設立の提案が、各地の歴史研究者から非難されて実現しなかっ
たように、史料は“極力”それが生み出された場所から近い場所で保存されることが“望ましい”。こ
の点については、前掲安藤『草の根文書館の思想』、ならびに高野修『地域文書館論』（岩田書院、199
5）などを参照されたい。
（付記） 本稿作成にあたっては、市川市東山魁夷記念館学芸員の林奈緒美様にご協力いた
だきました。この場を借りてお礼申し上げます。
